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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着脱可能記録媒体と接続するための第１インタフェースと、
　第１のバスコントローラにより制御される第１バスと、第２のバスコントローラにより
制御され前記第１バスより最大転送速度が小さい第２バスと、を含み、外部装置と接続す
るための第２インタフェースと、
　前記第１インタフェースに着脱可能記録媒体が接続された場合、該着脱可能記録媒体の
データ転送速度を決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定されたデータ転送速度が所定の閾値を超える場合に前記第１バ
スを介して前記外部装置と接続を確立するように制御し、前記データ転送速度が前記所定
の閾値以下の場合に前記第２バスを介して前記外部装置と接続を確立するように制御する
制御手段と、
を含むことを特徴とする通信制御装置。
【請求項２】
　前記第１バスを用いる通信と前記第２バスを用いる通信とは、それぞれ独立してコント
ロールされることを特徴とする請求項１に記載の通信制御装置。
【請求項３】
　前記決定手段は、前記着脱可能記録媒体に予め格納された転送速度情報を読み取ること
により、前記着脱可能記録媒体のデータ転送速度を決定することを特徴とする請求項１又
は２に記載の通信制御装置。
【請求項４】
　前記決定手段は、前記着脱可能記録媒体に対してデータの書き込み及び読み出しを実行
することにより、前記着脱可能記録媒体のデータ転送速度を決定することを特徴とする請
求項１又は２に記載の通信制御装置。
【請求項５】
　前記第１インタフェースに着脱可能記録媒体が接続されているか否かを検出する検出手
段を更に備え、
　前記制御手段は、前記検出手段により着脱可能記録媒体が接続されていないと検出され
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、かつ、前記第２インタフェースに外部装置が接続された場合、前記第１バスを介して前
記外部装置と接続を確立するように制御することを特徴とする請求項１乃至４の何れか一
項に記載の通信制御装置。
【請求項６】
　前記第２インタフェースに前記外部装置が接続されている状態で前記検出手段により着
脱可能記録媒体が接続されたことが検出された場合、前記決定手段は、前記着脱可能記録
媒体のデータ転送速度を決定し、前記制御手段は、前記決定手段による決定結果に応じて
、前記外部装置との通信を行うバスを切り替えることを特徴とする請求項５に記載の通信
制御装置。
【請求項７】
　前記第２インタフェースは、ユニバーサル・シリアル・バス（ＵＳＢ）３．０仕様準拠
のインタフェースであり、
　前記第１のバスコントローラは、スーパースピード（ＳＳ）コントローラであり、
　前記第２のバスコントローラは、非スーパースピード（ＮＳＳ）コントローラである
ことを特徴とする請求項１乃至６の何れか一項に記載の通信制御装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記第２バスを介して前記外部装置との接続を確立する場合、前記第
１バスの信号線をハイインピーダンスにするよう前記第１のバスコントローラを制御し、
かつ、前記第２バスの信号線をプルアップするよう前記第２のバスコントローラを制御す
ることを特徴とする請求項７に記載の通信制御装置。
【請求項９】
　第１のバスコントローラにより制御される第１バスと、第２のバスコントローラにより
制御され前記第１バスより最大転送速度が小さい第２バスと、を含むインタフェースと、
　着脱可能記録媒体と接続するための第１インタフェースと、前記第１バスと前記第２バ
スとを含む第２インタフェースと、を含む読取装置が　前記インタフェースに接続され、
かつ、前記第１インタフェースに着脱可能記録媒体が接続されている場合、前記着脱可能
記録媒体のデータ転送速度を決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定されたデータ転送速度が所定の閾値を超える場合に前記第１バ
スを介して前記読取装置と接続を確立するように制御し、前記データ転送速度が前記所定
の閾値以下の場合に前記第２バスを介して前記外部装置と接続を確立するように制御する
制御手段と、
を含むことを特徴とする通信制御装置。
【請求項１０】
　被写体を撮像し画像データを得る撮像手段と、 
　着脱可能な記録媒体と接続し、前記撮像手段により撮像された画像データを前記着脱可
能な記録媒体に記録するための第１インタフェースと、 
　第１バスと、該第１バスより最大転送速度が小さい第２バスとを含み、外部装置と接続
する第２インタフェースと、 
　前記着脱可能な記録媒体のデータ転送速度を決定する決定手段と、 
　前記記録媒体から前記外部装置への画像データの転送を制御する制御手段と、
を含み、
　前記第１インタフェースは、前記第２インタフェースに前記外部装置が接続されていな
くても前記撮像手段により撮像された画像データを前記着脱可能な記録媒体に記録するこ
とが可能であり、
　前記制御手段は、前記決定手段により決定されたデータ転送速度が所定の値よりも大き
い場合、前記第１バスを介して前記外部装置と接続を確立するよう制御し、前記決定手段
により決定されたデータ転送速度が前記所定の値よりも小さい場合、前記第２バスを介し
て前記外部装置と接続を確立するよう制御する
ことを特徴とする通信制御装置。
【請求項１１】
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　着脱可能記録媒体と接続するための第１インタフェースと、第１のバスコントローラに
より制御される第１バスと第２のバスコントローラにより制御され前記第１バスより最大
転送速度が小さい第２バスとを含み外部装置と接続するための第２インタフェースと、を
有する通信制御装置の制御方法であって、
　前記第１インタフェースに着脱可能記録媒体が接続された場合、該着脱可能記録媒体の
データ転送速度を決定する決定工程と、
　前記決定工程により決定されたデータ転送速度が所定の閾値を超える場合に前記第１バ
スを介して前記外部装置と接続を確立するように制御し、前記データ転送速度が前記所定
の閾値以下の場合に前記第２バスを介して前記外部装置と接続を確立するように制御する
制御工程と、
を含むことを特徴とする通信制御装置の制御方法。
【請求項１２】
　第１のバスコントローラにより制御される第１バスと、第２のバスコントローラにより
制御され前記第１バスより最大転送速度が小さい第２バスと、を含むインタフェースを有
する通信制御装置の制御方法であって、
　着脱可能記録媒体と接続するための第１インタフェースと、前記第１バスと前記第２バ
スとを含む第２インタフェースと、を含む読取装置が　前記インタフェースに接続され、
かつ、前記第１インタフェースに着脱可能記録媒体が接続されている場合、前記着脱可能
記録媒体のデータ転送速度を決定する決定工程と、
　前記決定工程により決定されたデータ転送速度が所定の閾値を超える場合に前記第１バ
スを介して前記読取装置と接続を確立するように制御し、前記データ転送速度が前記所定
の閾値以下の場合に前記第２バスを介して前記外部装置と接続を確立するように制御する
制御工程と、
を含むことを特徴とする通信制御装置の制御方法。
【請求項１３】
　被写体を撮像し画像データを得る撮像手段と、 
　着脱可能な記録媒体と接続し、前記撮像手段により撮像された画像データを前記着脱可
能な記録媒体に記録するための第１インタフェースと、 
　第１バスと、該第１バスより最大転送速度が小さい第２バスとを含み、外部装置と接続
する第２インタフェースと、 
を有する通信制御装置の制御方法であって、
　前記着脱可能な記録媒体のデータ転送速度を決定する決定工程と、 
　前記記録媒体から前記外部装置への画像データの転送を制御する制御工程と、
を含み、
　前記第１インタフェースは、前記第２インタフェースに前記外部装置が接続されていな
くても前記撮像手段により撮像された画像データを前記着脱可能な記録媒体に記録するこ
とが可能であり、
　前記制御工程では、前記決定工程により決定されたデータ転送速度が所定の値よりも大
きい場合、前記第１バスを介して前記外部装置と接続を確立するよう制御し、前記決定工
程により決定されたデータ転送速度が前記所定の値よりも小さい場合、前記第２バスを介
して前記外部装置と接続を確立するよう制御する
ことを特徴とする通信制御装置の制御方法。
【請求項１４】
　着脱可能記録媒体と接続するための第１インタフェースと、第１のバスコントローラに
より制御される第１バスと第２のバスコントローラにより制御され前記第１バスより最大
転送速度が小さい第２バスとを含み外部装置と接続するための第２インタフェースと、を
有する通信制御装置を制御するコンピュータに、
　前記第１インタフェースに着脱可能記録媒体が接続された場合、該着脱可能記録媒体の
データ転送速度を決定する決定工程と、
　前記決定工程により決定されたデータ転送速度が所定の閾値を超える場合に前記第１バ
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スを介して前記外部装置と接続を確立するように制御し、前記データ転送速度が前記所定
の閾値以下の場合に前記第２バスを介して前記外部装置と接続を確立するように制御する
制御工程と、
を実行させるプログラム。
【請求項１５】
　第１のバスコントローラにより制御される第１バスと、第２のバスコントローラにより
制御され前記第１バスより最大転送速度が小さい第２バスと、を含むインタフェースを有
する通信制御装置を制御するコンピュータに、
　着脱可能記録媒体と接続するための第１インタフェースと、前記第１バスと前記第２バ
スとを含む第２インタフェースと、を含む読取装置が　前記インタフェースに接続され、
かつ、前記第１インタフェースに着脱可能記録媒体が接続されている場合、前記着脱可能
記録媒体のデータ転送速度を決定する決定工程と、
　前記決定工程により決定されたデータ転送速度が所定の閾値を超える場合に前記第１バ
スを介して前記読取装置と接続を確立するように制御し、前記データ転送速度が前記所定
の閾値以下の場合に前記第２バスを介して前記外部装置と接続を確立するように制御する
制御工程と、
を実行させるプログラム。
【請求項１６】
　被写体を撮像し画像データを得る撮像手段と、 
　着脱可能な記録媒体と接続し、前記撮像手段により撮像された画像データを前記着脱可
能な記録媒体に記録するための第１インタフェースと、 
　第１バスと、該第１バスより最大転送速度が小さい第２バスとを含み、外部装置と接続
する第２インタフェースと、 
を有する通信制御装置を制御するコンピュータに、
　前記着脱可能な記録媒体のデータ転送速度を決定する決定工程と、 
　前記記録媒体から前記外部装置への画像データの転送を制御する制御工程と、
を実行させ、
　前記第１インタフェースは、前記第２インタフェースに前記外部装置が接続されていな
くても前記撮像手段により撮像された画像データを前記着脱可能な記録媒体に記録するこ
とが可能であり、
　前記制御工程では、前記決定工程により決定されたデータ転送速度が所定の値よりも大
きい場合、前記第１バスを介して前記外部装置と接続を確立するよう制御し、前記決定工
程により決定されたデータ転送速度が前記所定の値よりも小さい場合、前記第２バスを介
して前記外部装置と接続を確立するよう制御する
ことを特徴とするプログラム。
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